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要旨
悪性リンパ腫の進展には、腫瘍細胞のみならず、免疫細胞、間質細胞、
血管などから構成される腫瘍微小環境が重要な役割を果たす。これらの
細胞は腫瘍細胞と相互作用しながら微小環境を動的にリモデリングし、
腫瘍の生存や増殖を支持するニッチを形成すると考えられている。しかし
ながら、リンパ腫組織において、これらの細胞の空間分布および相互作
用の全貌については、十分に解明されていない。

我々は、空間オミクス解析技術を用いることで、悪性リンパ腫組織にお
ける微小環境を一細胞解像度で包括的に可視化することを試みている。
これにより、免疫細胞のみならず、血管や間質細胞を含む多様な細胞集
団の位置情報を同時に計測し、腫瘍細胞との位置関係および相互作用
の詳細を把握することが可能である。本研究により、悪性リンパ腫におけ
る微小環境の構造と機能の包括的理解につながることが期待される。
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